
173　戦前・戦中期日本のアジア社会論における〈アジア的なもの〉

戦
前
・
戦
中
期
日
本
の
ア
ジ
ア
社
会
論
に
お
け
る
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉 

─
概
念
の
形
成
と
意
味
の
変
遷

─

周
　 

雨
　 

霏

は
じ
め
に

　

二
〇
一
五
年
夏
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
と
中
国
、「
脱
近
代
」
の

誘
惑
』（
太
田
出
版
）
の
著
者
梶
谷
懐
は
、「
ア
ジ
ア
的
な
も
の
を
再

考
す
る
」
と
い
う
副
題
を
も
つ
こ
の
書
物
の
末
尾
に
「「
ア
ジ
ア

的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
日
本
の
言
論
空
間
」
と
い
う
節
を
設
け
て
、

〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
が
主
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
現
代
日
本
の

言
論
空
間
へ
の
介
入
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
で
梶
谷
が
主
な
議
論

の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
柄
谷
行
人
『
世
界
史
の
構
造
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
一
〇
年
、
岩
波
現
代
文
庫
版
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
が
、
柄
谷
の

こ
の
著
書
に
限
ら
ず
、
た
し
か
に
現
代
日
本
の
言
論
空
間
に
お
い
て

は
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
め
ぐ
る
言
説
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
主
な
著
作
に
限
っ
て
も
、
石
井
知

章
『
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
東
洋
的
社
会
論
』（
社
会
評

論
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
柄
谷
前
掲
書
、
梶
谷
前
掲
書
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
福
本
勝
清
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争

史
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）
と
い
う
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を

め
ぐ
る
論
争
史
ま
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に
お
け
る
日
本
の
言

論
空
間
に
お
い
て
は
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
が
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
語
の
〈
ア
ジ
ア
的
〉
に
相
当
す
る
英
語
の
語
彙 

“A
siatic” 

を
、『
新
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
』（
一
九
九
八
年
）

で
検
索
し
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
、
こ
の
言
葉
は
差
別
的
で
あ
る
た
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め
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
要
す
る
に
、
英
語
圏
で

は
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
主
題
化
す
る
よ
う
な
言
説
は
、
西
洋

中
心
主
義
的
観
点
か
ら
非
西
洋
を
差
別
的
に
見
下
す
政
治
的
に
正
し

く
な
い
言
説
と
し
て
、
す
で
に
賞
味
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
が
ア
ク

チ
ュ
ア
ル
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、
現
代
日
本
の

言
論
空
間
は
、
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
に
関
し
て
は
、
個
々
の
思

想
家
を
対
象
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
総
合
的
な
把
握
を
試
み
る
か
た

ち
で
、
夥
し
い
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
注
目
さ

れ
る
近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
古
屋
哲
夫
編
『
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア

認
識
』（
緑
蔭
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
子
安
宣
邦
『「
ア
ジ
ア
」
は
ど
う

語
ら
れ
て
き
た
か
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
米
谷
匡
史
『
ア
ジ

ア
／
日
本
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
武
藤
秀
太
郎
『
近
代
日
本

の
社
会
科
学
と
東
ア
ジ
ア
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
子
安
宣
邦

『
日
本
人
は
中
国
を
ど
う
語
っ
て
き
た
か
』（
青
土
社
、
二
〇
一
二
年
）

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
ア
ジ
ア
と
の

葛
藤
・
摩
擦
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
の

侵
略
と
連
帯
の
二
重
性
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
蓄
積
の
な
か
で
、
現
代
日
本
の
言
論
空
間
に
お

け
る
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
へ
の
強
い
関
心
を
理
解
す
る
う
え
で
手

が
か
り
と
な
る
最
も
重
要
な
先
行
研
究
は
、
植
村
邦
彦
『
ア
ジ
ア
は

〈
ア
ジ
ア
的
〉
か
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
で
あ
る
。
同
書

に
お
い
て
、
植
村
は
、
啓
蒙
期
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
に
お
け
る

「
停
滞
し
た
ア
ジ
ア
」
像
の
系
譜
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
近

代
日
本
で
再
文
脈
化
さ
れ
、「
文
明
開
化
＝
脱
亜
」
や
「
ア
ジ
ア
の

盟
主
」
へ
の
欲
望
を
は
ら
む
「
日
本
版
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
が
形

成
さ
れ
た
経
緯
を
克
明
に
描
い
て
い
る
。
同
書
は
、
そ
の
結
論
部
分

に
お
い
て
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
語
る
こ
と
の
無
意
味
さ
を
指

摘
し
、「
ア
ジ
ア
は
「
ア
ジ
ア
的
」
で
は
な
い
し
、「
ア
ジ
ア
的
で
あ

る
ア
ジ
ア
」
な
ど
と
い
う
実
体
は
存
在
し
な
い
」
と
述
べ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
説
の
脱
構
築

を
求
め
て
い
る
。

　

植
村
の
こ
の
書
物
は
、
社
会
科
学
の
用
語
と
し
て
抽
象
化
さ
れ
た

〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
に
注
目
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説
の
系
譜
を

詳
細
に
た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
非
常
に
示
唆
的
か
つ
重
要
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
同
書
は
、
こ
の
概
念
が
用
い
ら
れ
た
歴
史
的
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
実
際
に
は
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
と

ア
ジ
ア
（
と
く
に
中
国
）
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い

手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
込
め
ら
れ
つ
つ
、
変
化
す
る
状
況

に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
捨
象
し
た
分
析
は
非
歴
史
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
植
村
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、〈
ア
ジ

ア
的
な
も
の
〉
を
め
ぐ
る
言
説
を
、
歴
史
的
・
実
証
的
に
整
理
し
て

い
く
。
具
体
的
に
言
え
ば
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
と
い
う
概
念
は

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
語
に
持
ち
込
ま
れ
た
か
、
こ
の
概
念

は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
文
脈
・
社
会
的
背
景
の
も
と
で
そ
の
意
味
内

容
の
変
化
を
遂
げ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
変
化
の
過
程
で
〈
ア
ジ
ア

的
〉
と
い
う
形
容
詞
は
ど
ん
な
意
味
合
い
、
ど
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

持
つ
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
経
緯
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
本
稿
の
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
現
代
日
本
の
言
論
空

間
の
問
題
に
立
ち
戻
り
、
依
然
と
し
て
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
が
主

題
化
さ
れ
て
い
る
現
代
日
本
の
言
論
空
間
へ
の
批
判
的
介
入
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
め
ぐ
る
論
争
前
史

　
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
彙
が
社
会
科
学
の
用
語
と
し
て
日
本
語

の
文
脈
で
定
着
し
た
経
緯
は
、「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
と
い
う
表

現
を
含
む
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
の
序
文 

（V
orw

ort

） 

の
翻
訳

史
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。『
経
済
学
批
判
』
序
文
の
、「
大
づ
か
み

に
い
っ
て
、
ア
ジ
ア
的
、
古
代
的
、
封
建
的
お
よ
び
近
代
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
生
産
様
式
が
経
済
的
社
会
構
成
の
あ
い
つ
ぐ
諸
時
期
と
し
て
表

示
さ
れ
う
る（

（
（

」
と
い
う
一
節
は
、
マ
ル
ク
ス
が
唯
物
史
観
の
公
式
を

端
的
に
述
べ
た
箇
所
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、【
表
1
】

は
、
こ
の
一
節
に
含
ま
れ
る “asiatische Produktionsw

eise” 

と

い
う
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
か
を
一
覧
化
し
た
も
の
で

あ
る（

（
（

。

　
【
表
1
】
を
参
照
す
る
と
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
概
念
の
受
容
史

の
特
徴
が
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
初
期
の

受
容
史
の
特
徴
を
二
点
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
指

摘
で
き
る
の
は
、“asiatisch” 

あ
る
い
は “A

siatic” 

と
い
う
語
彙

の
訳
語
は
、
当
初
は
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

【
表
1
】
を
参
照
す
れ
ば
わ
か
る
通
り
、“asiatische Produktion-

sw
eise”“A

siatic m
ode of production” 

を
、
堺
利
彦
は
「
亜
細

亜
諸
国
の
生
産
方
法
」
ま
た
は
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
生
産
方
法
」、
河

上
肇
は
「
亜
細
亜
的
の
生
産
方
法
」、
高
畠
素
之
は
「
ア
ジ
ア
諸
国

の
生
産
方
法
」、
佐
野
学
は
「
亜
細
亜
的
生
産
方
法
」、
福
本
和
夫

は
「
東
洋
的
社
会
」「
ア
ジ
ヤ
的
社
会
」、
猪
俣
津
南
雄
は
「
ア
ジ
ア

的
生
産
方
法
」
と
訳
し
て
い
た
。
そ
の
訳
語
が
「
ア
ジ
ア
的
生
産
方

法
」、
つ
い
で
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
と
な
り
、
安
定
す
る
の
は
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
で
あ
る
。

　

次
に
指
摘
で
き
る
特
徴
は
、
一
九
二
八
年
に
福
田
徳
三
が
『
唯
物

史
観
経
済
史
出
立
点
の
再
吟
味
・
前
冊
』（
改
造
社
）
に
お
い
て
、
百

頁
以
上
の
紙
幅
を
費
や
し
て
経
済
的
社
会
構
成
の
一
段
階
と
し
て
の

「
ア
ジ
ア
的
社
会
」
を
論
じ
る
ま
で
、「
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
」
と
い
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う
把
握
の
仕
方
が
は
ら
む
問
題
は
十
分
に
自
覚
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
福
田
の
同
書
に
先
立
つ
時
期
に
あ
っ
て
は
、

堺
、
河
上
、
高
畠
、
佐
野
、
福
本
、
猪
俣
の
い
ず
れ
も
、
マ
ル
ク
ス

が
古
代
的
・
封
建
的
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
諸
方
法
に
先
立
っ
て
言

及
し
た
「
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
」
に
は
と
く
に
注
目
し
て
お
ら
ず
、

そ
れ
を
単
純
に
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
奴
隷
社
会
に
先
立
つ
人
類
の

原
初
的
な
社
会
形
態
、
つ
ま
り
、
原
始
共
産
制
と
同
一
視
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
福
田
徳
三
が
介
入
す
る
ま
で
、「
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
」

に
言
及
し
て
い
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
唯
物
史
観
の
積
極
的
な
受
容
者
た

ち
で
あ
っ
た
が
、
当
初
彼
ら
は
「
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
」
と
い
う
把

握
の
仕
方
が
は
ら
む
問
題
に
い
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

唯
物
史
観
の
公
式
に
つ
い
て
、「
十
五
六
年
の
間
、
幾
度
か
繰
返

し
て
之
を
読
み
つ
つ
、
次
第
に
其
の
解
釈
を
変
へ
て
来
た（

（
（

」
と
述
べ

て
い
る
河
上
肇
で
さ
え
、
マ
ル
ク
ス
が
「
序
文
」
で
提
示
し
た
社
会

組
織
と
社
会
の
生
産
力
と
の
間
の
弁
証
法
的
関
係
に
は
着
目
し
た
が
、

「
亜
細
亜
的
の
生
産
方
法
」
に
関
し
て
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。『
経
済
学
批
判
』
の
初
の
全
訳
を
刊
行
し
た
佐
野
学
も
、

同
年
に
出
版
し
た
『
日
本
経
済
史
概
論
』（
早
稲
田
泰
文
社
、
一
九
二
三

年
）
に
お
い
て
、
経
済
発
達
の
段
階
を
自
足
主
義
経
済
、
伝
統
主
義

経
済
、
資
本
主
義
経
済
と
分
け
て
い
る
が（

（
（

、
こ
の
佐
野
の
発
展
段
階

論
は
、
古
代
的
、
封
建
的
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
様
式
と
い
う

【表 1】“asiatische Produktionsweise”（『経済学批判』序文）訳語一覧

翻訳者／著者 タイトルおよびその書誌 “asiatische Produktionsweise” の訳語
堺利彦 「唯物的歴史観」『国民雑誌』第 3 巻第 1 号，

1912 年 1 月
亜細亜諸国の生産方法

堺利彦 『社会主義倫理学』丙午出版社，1913 年 1 月 アジア諸国の生産方法
河上肇 「生産政策としての社会主義」『経済論叢』第

8 巻 1 号，1919 年 1 月
亜細亜的の生産方法

河上肇 「マルクス社会主義の理論的体系」『社会問題
研究』第 3 号，1919 年 3 月

亜細亜的の生産方法

堺利彦 「唯物史観概要」『社会主義研究』第 1 巻第 1
号，1919 年 4 月

アジア諸国の生産方法

高畠素之 「マルクス説の神髄（1）」『国家社会主義』第 1
号，1919 年 4 月

アジア諸国の生産方法

河上肇 『近世経済思想論』岩波書店，1920 年 4 月 亜細亜的の生産方法
河上肇 『唯物史観研究』弘文堂書房，1921 年 8 月 亜細亜的の生産方法
佐野学 『経済学批判』（大鐙閣全集）1923 年 亜細亜的生産方法
福本和夫 『経済学批判の方法論』1926 年 東洋的社会，アジヤ的社会
猪俣津南雄 『経済学批判』（高畠素之版著作集）新潮社，

1926 年
アジア的生産方法

河上肇 『経済学全集Ⅷ』改造社，1929 年 アジア的生産方法
中国問題研究会 『中国農村経済研究（上）』希望閣，1931 年 アジア的生産方法
早川二郎 『アジア的生産様式に就いて』白楊社，1933 年 アジア的生産様式
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発
展
段
階
論
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
佐
野
も
ま
た
「
亜
細
亜
的

生
産
方
法
」
に
関
し
て
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
で

に
指
摘
し
た
通
り
、
唯
物
史
観
を
受
容
し
た
初
期
の
理
論
家
た
ち
は
、

マ
ル
ク
ス
の
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
と
い
う
論
点
が
は
ら
む
曖
昧

さ
に
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
彼
ら
が
こ
の
点
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
あ
る
意
味

で
は
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
論
点
に
は
ら
ま
れ
る
曖
昧
さ

が
大
き
な
問
題
と
し
て
構
成
さ
れ
て
く
る
の
は
、
一
九
二
七
、
二
八

年
以
後
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
マ
ル
ク
ス
の
〈
ア

ジ
ア
的
〉
生
産
様
式
と
い
う
論
点
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
大
き
な
問

題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
思
想
史
上
の
場
面
を
、
そ
の
歴
史
的
背
景

と
と
も
に
、
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。

二　
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
め
ぐ
る
論
争
の
本
格
化

　
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
は
、
な
ぜ
一
九
二
七
、
二
八
年
の
時
点
で

突
然
広
く
関
心
を
集
め
る
話
題
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
橘
樸
「
支

那
農
村
の
階
級
構
成
」（『
満
蒙
』
第
九
年
第
四
号
、
一
九
二
八
年
四
月
）

の
冒
頭
の
一
節
か
ら
は
、
そ
の
理
由
を
は
っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。「
昨
年
〔
一
九
二
七
年
─
筆
者
注
〕
十
一
月
下
旬
の
共
産
党

中
央
緊
急
会
議
は
、
本
年
度
全
国
代
表
大
会
ま
で
の
農
民
運
動
指
導

原
則
と
し
て
立
夫
氏
の
起
草
せ
る
『
中
国
共
産
党
土
地
問
題
党
綱
草

案
』
を
承
認
し
た
が
、
…
…
草
案
は
支
那
の
社
会
経
済
制
度
を
批
評

し
て
「
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
所
謂
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
」「
ア

ジ
ア
的
土
地
所
有
制
度
」「
ア
ジ
ア
的
専
制
政
権
」
な
ど
と
呼
ん
で

居
る（

（
（

」。

　

橘
が
言
及
し
て
い
る
「
共
産
党
中
央
緊
急
会
議
」
と
は
、
一
九
二

七
年
七
月
に
第
一
次
国
共
合
作
が
崩
壊
し
た
あ
と
、
南
昌
起
義
（
八

月
）、
秋
収
起
義
（
九
月
）
な
ど
中
国
共
産
党
の
一
連
の
武
装
蜂
起
が

失
敗
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
今
後
の
革
命
路
線
を
主
題
と
し
て
、
一

九
二
七
年
一
一
月
九
日
・
十
日
に
上
海
で
開
か
れ
た
中
共
中
央
臨
時

政
治
局
拡
大
会
議
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
は
、
そ
の
時
点
の

中
国
に
お
け
る
帝
国
主
義
列
強
・
軍
閥
・
民
族
資
本
の
利
害
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
社
会
組
織
、
特
に
中
国
社
会
の
基
礎
的
構
造

た
る
農
村
の
階
級
的
構
成
お
よ
び
階
級
関
係
を
歴
史
的
・
経
済
的
且

つ
政
治
的
に
考
察
し
、
暫
定
的
な
結
論
と
し
て
「
中
国
共
産
党
土
地

問
題
党
綱
草
案
」（
以
下
「
草
案
」）
が
決
議
さ
れ
た
。
中
国
農
業
の
生

産
方
法
は
、
水
利
整
頓
の
必
要
、
耕
作
用
家
畜
の
不
足
、
人
力
労

働
の
浪
費
的
な
使
用
な
ど
の
特
徴
を
も
つ
の
に
加
え
て
、「
商
業
・

高
利
貸
資
本
の
早
期
の
発
展
、
遊
牧
民
族
の
侵
入
と
水
害
に
対
す
る

巨
大
な
防
御
工
事
の
必
要
、
天
災
に
対
す
る
た
め
の
諸
々
の
救
済
組

織
の
必
要（

（
（

」
と
い
っ
た
歴
史
的
諸
事
情
が
重
な
り
、
中
国
に
は
、
マ

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
と
称
し
た
社
会

経
済
制
度
が
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、「
草
案
」
の
暫
定
的
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結
論
で
あ
っ
た
。
ロ
ミ
ナ
ー
ゼ
は
、
中
国
に
お
け
る
官
僚
と
土
地

私
有
制
お
よ
び
高
利
貸
資
本
と
の
密
接
な
関
係
に
注
目
し
、
そ
れ

は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
に
は
な
か
っ
た
」
か
た
ち
で
、「
地
主
や

商
業
・
高
利
貸
資
本
の
農
民
に
対
す
る
大
規
模
な
搾
取（

（
（

」
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
草
案
」
や
ロ
ミ
ナ
ー
ゼ
は
、

古
代
─
中
世
─
近
代
と
い
う
単
線
的
な
社
会
発
展
の
経
路
か
ら
中
国

は
は
ず
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
の
言
論
空
間
に
お
い
て
、
最
も
早
く
「
草
案
」
が
は
ら
ん
で

い
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
感
知
し
た
一
人
で
あ
る
橘
は
、
ロ
ミ

ナ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
概
念
を
揶
揄

し
て
、「
欧
米
の
農
村
を
見
慣
れ
た
眼
で
卒
然
と
之
れ
に
臨
ん
で
こ

そ
異
様
に
思
は
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
…
…
草
案
起
草
者
の
所
謂
ア
ジ

ア
的
土
地
所
有
制
度
は
、
其
の
実
欧
羅
巴
の
農
村
に
も
曾
て
普
遍
的

に
存
在
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
も
ア
ジ
ア
的

な
る
名
称
は
正
し
く
な
い（

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
橘
に
よ
れ
ば
、
中
国

の
経
済
発
展
コ
ー
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
異
質
な
も
の
で
は
決

し
て
な
く
、
程
度
の
差
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
橘
が
そ
の
よ
う
な
程

度
の
差
が
生
ま
れ
て
く
る
原
因
と
見
て
い
た
の
は
、
官
僚
階
級
が
支

配
的
な
社
会
階
級
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
中
国
の
特
質
で

あ
る
。
橘
か
ら
す
る
と
、
法
制
的
な
身
分
で
あ
る
は
ず
の
官
僚
層

が
、
特
有
の
家
族
主
義
に
よ
っ
て
社
会
的
身
分
に
転
化
し
、
社
会
の

富
を
集
積
し
て
い
る
と
い
う
点
に
こ
そ
、
西
欧
封
建
社
会
の
発
展
過

程
に
は
見
ら
れ
な
い
中
国
の
特
徴
が
あ
っ
た（

（1
（

。「
ア
ジ
ア
的
生
産
様

式
」
と
い
う
捉
え
方
に
立
た
な
い
橘
に
と
っ
て
の
〈
ア
ジ
ア
的
な
も

の
〉
と
は
、
中
国
に
お
い
て
官
僚
制
が
も
っ
た
そ
の
よ
う
な
影
響
力

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
通
り
、「
草

案
」
も
ロ
ミ
ナ
ー
ゼ
も
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
を
前
面
に
押
し
出

し
た
中
国
理
解
を
提
示
し
た
が
、
一
九
二
八
年
七
月
九
日
に
モ
ス
ク

ワ
で
開
催
さ
れ
た
中
共
第
六
回
全
国
大
会
は
、
そ
の
よ
う
な
中
国
理

解
は
誤
謬
で
あ
る
と
し
、
現
在
の
中
国
は
半
封
建
・
半
植
民
地
状
態

か
ら
資
本
主
義
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
公
式
に
規
定
し
な
お
し
た（

（1
（

。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
や
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は

「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
を
支
持
す
る
論
説
を
相
次
い
で
発
表
し（

（1
（

、

ソ
連
の
学
界
で
は
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
め
ぐ
る
議
論
が
こ
の
よ
う
に
紆
余
曲
折

を
重
ね
る
な
か
で
、
ド
イ
ツ
語
や
英
語
に
堪
能
で
、
当
時
北
京
貢
院

に
在
住
し
て
い
た
中
江
丑
吉
は
、
自
費
で
印
刷
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
『
支
那
の
封
建
制
度
に
就
い
て
』（
一
九
三
〇
年
、
後
に
『
満
鉄
支
那

月
誌
』
第
八
巻
第
一
号
、
一
九
三
一
年
に
収
録
）
に
お
い
て
、
マ
ジ
ャ
ー

ルE
konom

ika sel’skogo chozjajstva v K
itae

（
一
九
二
八
年
、
注

（
12
）参
照
）
の
ド
イ
ツ
語
訳 D

ie Ö
konom

ie der Landw
irtschaft 

in China
（『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
下
に
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
二
九
年
）

を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
国
の
無
数
の
村
落
団
体
は
、
何
ら
独
立
的
な
中

間
的
支
配
力
も
経
過
せ
ず
、
唯
一
完
全
の
土
地
所
有
者
で
あ
る
天
子
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の
下
に
集
合
し
て
支
那
帝
国
を
形
成
し
て
い
た
、
と
い
う
マ
ジ
ャ
ー

ル
に
近
い
見
解
を
示
し
て
い
る
。
中
国
社
会
が
「
社
会
形
体
の
変
革

に
原
因
し
な
い
の
は
其
の
土
台
た
る
経
済
社
会
の
構
成
は
常
に
ア
ジ

ア
的
で
あ
り
、
そ
の
内
部
に
於
け
る
変
革
は
あ
つ
て
も
根
幹
は
ア
ジ

ア
社
会
以
外
に
一
歩
も
蹈
み
出
な
い
為
め
で
あ
る（

（1
（

」
と
い
う
の
が
、

中
江
の
見
解
で
あ
っ
た
。
中
江
は
、
中
国
社
会
の
「
土
台
」
を
「
ア

ジ
ア
的
」
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ア
ジ
ア
的
」
社
会
と
し
て

の
中
国
に
お
け
る
近
代
国
家
の
成
立
や
資
本
主
義
の
発
達
に
対
し
て

消
極
的
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
江
丑
吉
が
参
照
し
た
マ
ジ
ャ
ー
ルE

konom
ika sel’skogo 

chozjajstva v K
itae

は
、
一
九
三
一
年
末
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学

研
究
所
中
国
問
題
研
究
会（

（1
（

に
よ
り
邦
訳
さ
れ
（
邦
題
『
中
国
農
村
経
済

研
究
』、
た
だ
し
刊
行
さ
れ
た
の
は
上
巻
の
み
）、
日
本
の
言
論
界
で
脚
光

を
浴
び
た
。
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
ソ
連
に
お
け
る
論
争
の

動
向
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が
ら
、
日
本
国
内
に
お
け
る
〈
ア
ジ
ア

的
な
も
の
〉
を
巡
る
論
争
の
担
い
手
と
な
っ
た
。

　

こ
の
中
国
問
題
研
究
会
は
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
の
著
書
の
邦
訳
に
先
立

っ
て
一
九
三
〇
年
七
月
に
プ
ロ
科
叢
書
の
一
冊
と
し
て
『
支
那
問
題

講
話
』
を
刊
行
し
て
お
り
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
に
対
す
る
彼
ら

自
身
の
認
識
を
系
統
的
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
し
ば
し

同
書
に
よ
っ
て
彼
ら
の
認
識
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
同
書
の
初
版
を
見
て
み
る
と
、
第
一
章
第
一
節
「
ア
ジ
ア
的

絶
対
君
主
制
」
の
執
筆
者
で
あ
る
武
藤
丸
楠
は
、「
支
那
社
会
が
か

よ
う
に
し
て
二
千
年
来
同
じ
場
所
に
足
踏
み
を
続
け
て
い
た
原
因
は
、

支
那
に
お
い
て
「
ア
ジ
ア
的
生
産
方
法
」
な
る
不
変
的
に
再
生
産
さ

れ
る
経
済
的
基
礎
が
成
立
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る（

（1
（

」
と

述
べ
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
社
会
を
、
独
自
の
、
停
滞
的
な
歴
史
的
範

疇
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
一
年
三
月
に

刊
行
さ
れ
た
同
書
の
「
増
訂
版
」
に
お
い
て
は
、
い
ま
引
い
た
武
藤

の
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
へ
の
言
及
に
関
し
て
、「
本
書
に
対
す

る
若
干
の
注
意
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
以
下
の
よ
う
な
簡
潔

な
説
明
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。「
第
一
章
第
一
節
の
う
ち
の
、
ア
ジ

ア
的
生
産
方
法
に
関
す
る
個
所
は
、
我
が
中
国
問
題
研
究
会
内
部
に

お
い
て
も
、
筆
者
の
見
解
に
不
賛
成
の
者
も
多
い
し
、
筆
者
自
身
も

充
分
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
。
殊
に
、
封
建
制
度
一
般
の
特
質
た
る

「
過
小
農
経
営
」
や
「
農
業
と
家
内
手
工
業
の
結
合
」
を
ば
、
ア
ジ

ア
的
特
質
と
考
へ
た
の
は
誤
謬
で
あ
る
。
然
し
、
ア
ジ
ア
的
生
産
方

法
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
諸
理
論
家
の
間
で
さ
へ
種
々
な

異
説
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
簡
単
に
誤
謬
だ
と
ヤ
ツ
ツ
ケ
ル
べ
き
問

題
で
は
な
い（

（1
（

」。
同
時
期
に
同
研
究
会
に
よ
っ
て
マ
ジ
ャ
ー
ル
の
著

書
が
邦
訳
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
プ
ロ
科

中
国
問
題
研
究
会
は
、「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
か
ら
強
い
影
響

を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
引
い
た
増
補
版
の
注
記
か
ら

も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
を
め
ぐ
る
コ
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ミ
ン
テ
ル
ン
内
部
の
論
争
が
注
意
深
く
参
照
さ
れ
て
お
り
、
独
自
な

歴
史
的
範
疇
と
し
て
の
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
を
認
め
る
か
、
封

建
制
の
ア
ジ
ア
的
・
後
進
的
特
質
と
捉
え
る
に
と
ど
め
る
か
に
つ
い

て
は
、
中
国
問
題
研
究
会
内
部
で
も
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
二
七
、
二
八
年
を
境
に
、

〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
形
容
語
は
、
も
は
や
抽
象
的
な
概
念
で
は
な

く
な
り
、
実
在
す
る
中
国
社
会
と
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
を
め
ぐ
る
論
争
の
担
い
手
は
、
中
国
社
会
の

変
革
の
展
望
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
中
国
社
会
の
性
格
規
定
と
い

う
問
題
に
関
心
を
寄
せ
、
皇
帝
の
絶
対
的
権
力
や
官
僚
階
級
に
よ
る

農
民
大
衆
の
搾
取
と
い
っ
た
特
徴
に
注
目
し
つ
つ
、「
ア
ジ
ア
的
生

産
様
式
」
を
認
め
る
か
ど
う
か
を
決
定
的
な
分
岐
点
と
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
九
三
二
年
の

『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
配
本
開
始
／
三
二
年
テ
ー
ゼ
公
表

の
直
前
の
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
時
点
ま
で
、〈
ア
ジ
ア
的
〉

と
い
う
把
握
の
仕
方
は
、
日
本
社
会
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
三
一
年
の
時
点
で
は
、〈
ア
ジ
ア

的
な
も
の
〉
の
問
題
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
の
問
題
と
し
て
、
日
本
で

は
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
こ
で
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う

形
容
語
が
い
か
に
日
本
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
を
検
討

す
る
こ
と
が
、
次
節
の
課
題
と
な
る
。

三　

歪
め
ら
れ
た
封
建
制
と
し
て
の
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉

　

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
用
語
の
意
味

内
容
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
変
化
は
『
日

本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
の
刊
行
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
筆
者

が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
一
九
三
二
年
五
月
か
ら
配
本
が
開

始
さ
れ
た
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
全
三
九
冊
に
お
い
て
、

〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
形
容
語
は
計
二
〇
回
登
場
し
て
い
る
。
そ
し

て
、『
講
座
』
の
二
〇
人
を
超
え
る
執
筆
陣
の
な
か
で
、〈
ア
ジ
ア

的
〉
と
い
う
語
句
に
真
剣
に
向
き
合
っ
た
の
は
、
羽
仁
五
郎
（
七
回
）、

平
野
義
太
郎
（
八
回
）、
相
川
春
喜
（
五
回
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。
本

節
で
は
、
こ
の
三
人
を
中
心
に
、
一
九
三
二
年
か
ら
日
中
戦
争
の
勃

発
に
か
け
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
句
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的

お
よ
び
知
的
環
境
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
意
味
転
換
を
遂
げ
た
か

考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

一
九
三
二
年
の
春
か
ら
『
史
学
雑
誌
』
で
連
載
が
始
ま
っ
た
「
東

洋
に
お
け
る
資
本
主
義
の
形
成
」
に
お
い
て
、
羽
仁
五
郎
は
、
東
洋

諸
国
に
お
い
て
は
、
氏
族
社
会
末
期
の
遅
れ
た
生
産
関
係
が
完
全
に

は
解
体
さ
れ
ず
、
そ
の
遺
制
が
階
級
的
な
生
産
関
係
と
結
合
し
て
し

ま
い
、
氏
族
諸
関
係
が
生
産
関
係
の
な
か
に
残
存
し
て
い
る
た
め
、
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村
落
共
同
体
な
ど
の
民
衆
の
組
織
が
逆
に
民
衆
を
抑
圧
す
る
組
織
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
一
種
の
逸
脱
し
た
封
建
制
が
形
成
さ
れ
た
、
と

論
じ
て
い
る（

（1
（

。
羽
仁
は
、
こ
こ
に
〈
ア
ジ
ア
的
〉
社
会
の
特
徴
を
捉

え
て
、
そ
の
後
進
性
を
強
調
し
た
。
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
後
進
性
を
は
ら
む
封
建
制
が
自
発
的
な
資
本

主
義
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
羽
仁
の
理
解
で
あ

る
。
羽
仁
は
、
日
本
の
「
ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
た
」
封
建
制
を
封
建
社

会
の
一
変
種
と
見
な
し
、
日
本
資
本
主
義
の
後
進
性
の
原
因
を
〈
ア

ジ
ア
的
〉
社
会
の
遺
制
が
残
存
す
る
こ
と
に
求
め
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

平
野
義
太
郎
は
、『
講
座
』
に
寄
稿
し
た
論
文
の
み
な
ら
ず
、『
中

央
公
論
』『
思
想
』『
唯
物
論
研
究
』
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
ア

ジ
ア
社
会
論
に
お
い
も
、
羽
仁
五
郎
と
同
じ
よ
う
な
立
場
を
取
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
彼
は
、「
ア
ジ
ア
的
農
業
と
日
本
」（『
思
想
』
第

一
六
九
号
、
一
九
三
六
年
六
月
号
）
の
冒
頭
に
お
い
て
、
日
本
は
「
ア
ジ

ア
の
農
業
社
会
及
び
ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
の
一
類
型
に
属
す
る
」
と

述
べ
、
そ
の
〈
ア
ジ
ア
的
〉
な
農
業
社
会
の
特
徴
と
し
て
、
⑴
米
作

に
よ
る
極
端
な
耕
地
の
細
分
化
、
⑵
集
約
農
業
が
導
い
た
人
力
の
浪

費
的
な
使
用
、
⑶
国
土
が
ト
ル
コ
、
ペ
ル
シ
ャ
、
中
国
、
朝
鮮
半
島

と
同
じ
く
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
帯
に
あ
る
こ
と
、
⑷
デ
ス
ポ
テ
ィ
ッ
ク

な
政
体
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
平
野
は
、
こ
の
よ
う
な
矮
小

か
つ
未
発
達
な
生
産
力
の
土
台
の
上
に
は
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー

ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」
は
自
発
的
に
発
生
し
得
な
い
と
説
い
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
羽
仁
や
平
野
を
は
じ
め
と
す
る
講
座

派
の
論
者
た
ち
は
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
句
を
日
本
に
も
適
用

し
、
日
本
の
「
ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
て
い
る
」「
歪
め
ら
れ
て
い
る
」

近
代
化
過
程
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
天
皇
を
中
心
と

し
た
寡
頭
的
な
国
家
意
志
の
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
批
判
し
よ
う
と

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
相
川
春
喜
も
ま
た
、
中
国
「
農
村
に
お
け
る

ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
た
、
半
封
建
的
構
造
」
と
い
う
問
題
は
、「
我
々

に
も
突
き
刺
さ
る
」
と
し
、「
ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
た
」
日
本
農
村
の

「
封
建
制
時
代
の
諸
特
徴
の
歴
史
的
分
析
」
は
、「
実
践
的
課
題
の
解

決
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

　

で
は
、
な
ぜ
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
句
は
、
中
国
社
会
の
異
質

性
を
表
す
メ
タ
フ
ァ
ー
か
ら
一
転
し
て
、
日
本
の
絶
対
主
義
的
天
皇

制
国
家
を
批
判
す
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

唯
物
論
研
究
会
の
伊
豆
公
夫
は
、
日
本
の
地
主
的
土
地
所
有
制
度
に

対
す
る
「
ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
た
、
半
封
建
的
な
体
制（

（2
（

」
と
い
う
三
二

年
テ
ー
ゼ
の
規
定
が
そ
の
原
因
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。「
曾
て

中
国
革
命
の
問
題
が
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
に
対
す
る
注
意
を
喚

起
し
た
よ
う
に
、
今
よ
う
や
く
日
本
に
お
い
て
此
の
課
題
が
注
意
せ

ら
れ
て
き
た
の
は
、
或
い
は
や
は
り
政
治
的
理
由
に
基
因
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
日
本
農
村
の
ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
た
半
封
建
的
な

構
造
」
は
、
国
際
的
な
政
治
文
書
の
上
で
屡
々
繰
返
さ
れ
て
い
る
が
、
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そ
れ
は
直
接
に
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
の
こ
と
で
無
い
と
し
て
も
、

そ
の
残
存
形
態
に
就
い
て
注
意
を
促
す
指
摘
で
あ
る（

（2
（

」
と
い
う
の
が
、

伊
豆
の
見
解
で
あ
っ
た
。

　

三
二
年
テ
ー
ゼ
が
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
と
っ
て
の
綱
領
的

な
文
書
と
し
て
、
日
本
の
社
会
科
学
全
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
九
三
二
年
七
月
一
〇
日
に
な
っ

て
よ
う
や
く
三
二
年
テ
ー
ゼ
が
『
赤
旗
』
特
別
号
と
し
て
配
布
さ
れ

た
時
、『
講
座
』
は
す
で
に
第
二
回
ま
で
配
本
さ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
三
二
年
テ
ー
ゼ
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
的
に

遅
れ
た
、
半
封
建
的
な
体
制
」
と
い
う
表
現
は
、
羽
仁
や
平
野
た

ち
の
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
へ
の
関
心
を
高
揚
さ
せ
る
役
割
は
果

た
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
三
二
年
テ
ー
ゼ
を
き
っ
か
け
と
し

て
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
に
関
心
を
持
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
お
そ

ら
く
、「
ア
ジ
ア
的
な
支
那
」「
ア
ジ
ア
的
な
農
業
社
会
」「
ア
ジ
ア

的
な
停
滞
性
」
な
ど
〈
ア
ジ
ア
的
〉
か
ら
派
生
す
る
表
現
を
繰
り
返

し
用
い
て
い
る
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ルW

irtschaft und 
G

esellschaft Chinas

（H
irschfeld, 1931. 

注（
12
）参
照
）
に
、
の
ち
に

そ
の
監
訳
者
と
な
る
平
野
義
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
マ
ル
キ

ス
ト
た
ち
が
触
れ
た
こ
と
の
ほ
う
が
、
彼
ら
が
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い

う
用
語
を
頻
繁
に
使
い
始
め
た
よ
り
重
要
な
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
、
日
本
社
会
に
関
し
て
、「「
ア
ジ

ア
的
封
建
制
」
な
る
方
式
は
、
日
本
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
採
用
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
平

野
は
、
同
書
の
「
監
訳
者
跋
」
に
お
い
て
、「
資
本
主
義
に
先
行
す

る
日
本
の
生
産
様
式
を
「
ア
ジ
ア
的
封
建
制
」
と
規
定
せ
る
こ
と
」

は
、
古
代
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
残
存
物
に
由
来
す
る
諸
特
徴
が

存
在
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、「
一
般
に
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る（

（2
（

」
と
賛
意
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
か
わ
る
よ
う
に
、
平
野
義
太
郎
を
は
じ
め
と
す

る
講
座
派
の
論
者
た
ち
が
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
句
を
用
い
る
と

き
、
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
、
初
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
た

ち
が
考
え
た
原
始
的
共
産
制
で
も
な
く
、「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」

論
の
支
持
者
ら
が
思
い
描
い
た
独
自
の
歴
史
的
範
疇
で
も
な
い
。
彼

ら
に
と
っ
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
社
会
と
は
、
非
西
洋
的
な
、
す
な
わ

ち
正
常
な
発
展
段
階
か
ら
逸
脱
し
た
社
会
で
あ
り
、〈
ア
ジ
ア
的
〉

と
い
う
語
句
も
、〈
西
洋
的
〉
の
対
置
概
念
と
し
て
、
正
常
な
発
展

の
コ
ー
ス
か
ら
逸
脱
し
た
後
進
性
を
は
ら
む
、
と
い
う
含
意
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
か
ら
日

中
戦
争
に
突
入
す
る
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い

う
言
葉
は
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
の
社
会
の
西
洋
よ
り
一
段
低

い
、
不
健
全
・
未
発
達
な
社
会
形
態
を
表
す
用
語
と
し
て
再
生
産
さ

れ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
現
状
を
批
判
的
に
分
析
す
る
た
め
の
装
置
と

し
て
一
定
の
役
割
は
果
た
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は
日
本
社
会
を
含
む

ア
ジ
ア
社
会
を
自
己
オ
リ
エ
ン
ト
化
す
る
よ
う
な
物
語
を
生
み
出
し

日本思想史学48-論文-周雨霏氏【再校】　　［出力］ 2016年9月30日　午後4時26分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



183　戦前・戦中期日本のアジア社会論における〈アジア的なもの〉

て
も
い
っ
た
と
い
え
る
。

四　

近
代
の
超
克
と
し
て
の
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉

　

日
中
戦
争
の
勃
発
以
後
、「
東
亜
新
秩
序
」
か
ら
「
東
亜
協
同
体
」、

そ
し
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
で

あ
る
」
と
い
う
志
向
を
持
つ
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
掲
げ
ら
れ
る
な
か
、

日
本
の
思
想
空
間
に
お
い
て
は
、
新
た
な
地
域
秩
序
へ
の
探
究
が
深

ま
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
日
本
と
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
関
係
が
再
編
成
さ
れ
る
な
か
で
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う

用
語
に
も
劇
的
な
意
味
の
転
換
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
中
戦
争
勃
発
前
に
は
『
唯
物
論
研
究
』『
歴
史
科
学
』
の
主
要

寄
稿
者
の
一
人
で
あ
っ
た
秋
沢
修
二
は
、
早
く
も
日
中
戦
争
勃
発

直
後
か
ら
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
言
葉
を
汎
ア
ジ
ア
主
義
的
文
脈

の
中
に
持
ち
込
ん
だ
。
秋
沢
は
一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
勃
発
し
た

「
支
那
事
変
」
を
ア
ジ
ア
諸
国
を
白
人
支
配
の
桎
梏
か
ら
解
放
す
る

偉
業
の
一
環
と
解
釈
す
る
た
め
、「
ア
ジ
ア
的
自
立
、
自
治
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
ア
ジ
ア
的
自
立
、
自
治
は
、
第

一
に
反
欧
米
資
本
的
で
あ
り
同
時
に
ま
た
、
第
二
に
反
共
産
主
義
的

で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
的
共
同
体
精
神
、
直
観
的
心
情
的

な
る
も
の
と
悟
性
的
な
る
も
の
の
総
合
（
日
本
精
神
）
を
指
導
原
理

と
し
た
と
こ
ろ
の
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
自
立
・
自
治
で
あ
る（

（2
（

」。
こ

こ
で
の
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
用
語
が
、
ア
ジ
ア
土
着
の
共
同
体
社

会
の
復
権
を
掲
げ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
団
結
を
呼
び
か
け
る
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
構
成
さ
れ
る
ア
ジ
ア
共
同
体
の
結
合
原
理
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
で
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
合
原
理
を
め
ぐ
る
理
解
と
し

て
典
型
的
な
の
は
、
橘
樸
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
橘
樸
は
、
テ
ン
ニ
ー

ス
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
い
う
人
間
の
結
合

の
仕
方
の
二
類
型
に
関
す
る
社
会
学
的
分
析
を
参
照
し
つ
つ
、
東
洋

社
会
の
本
質
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
あ
り
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
を

本
質
と
す
る
西
洋
社
会
と
は
、
歴
史
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
か
ら
異
な
っ

て
い
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

橘
の
よ
う
に
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
言
葉
を
〈
西
洋
的
〉
の
対

義
語
と
し
て
用
い
、
両
者
の
対
抗
関
係
を
ア
ジ
ア
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

フ
ト
と
欧
米
の
経
済
的
合
理
主
義
に
基
づ
く
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
の

関
係
と
読
み
替
え
る
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
戦
時
期
の
多
く
の
論
者
に
よ

っ
て
共
有
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
ア
ジ
ア
社
会
の
独
特
な
性
格
と
独

自
の
発
展
法
則
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
社
会
の

形
態
を
西
洋
的
基
準
か
ら
解
放
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
言
葉
が
第
三
節
で
取
り
上
げ

た
時
期
に
帯
び
て
い
た
停
滞
的
・
後
進
的
な
ア
ジ
ア
像
か
ら
完
全
に

解
放
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
当
時

ア
ジ
ア
社
会
を
論
じ
た
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
森
谷
克
己
は
、
ア
ジ
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ア
の
後
進
性
を
認
め
な
が
ら
、「
大
東
亜
の
共
栄
」
を
唱
え
て
い
る
。

地
理
的
唯
物
論
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
森
谷
は
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
が
共
有
す
る
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
を
「
ア
ジ
ア
的
共
同

体
」
の
源
と
見
な
し
た
う
え
で
、
共
通
す
る
気
候
条
件
が
も
た
ら
し

た
、
⑴
水
と
い
う
自
然
力
を
駆
使
し
て
灌
漑
農
業
を
営
む
こ
と
、
⑵

相
互
の
親
睦
を
図
る
共
同
体
的
精
神
が
あ
る
こ
と
、
⑶
工
業
が
立
ち

遅
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
「
ア
ジ
ア
的
社
会
の
性
格
」
は
、

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
経
済
的
・
社
会
的
根
底
で
あ
る
と
説
い
た
の

で
あ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
森
谷
に
と
っ
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
句

は
、
ア
ジ
ア
固
有
の
精
神
世
界
の
中
で
互
い
に
協
力
し
あ
う
調
和

的
で
共
同
体
的
な
性
格
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
の
（
西
欧

と
比
べ
て
）
著
し
い
経
済
的
・
産
業
的
後
進
性
を
も
表
す
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ト
な
用
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
時
中
の
発
言
の
な
か
で
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
に
深
く
コ
ミ

ッ
ト
し
た
平
野
義
太
郎
は
、
森
谷
よ
り
も
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
か
た

ち
で
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
一
九
三
六
年

末
に
獄
中
で
「
転
向
」
し
た
平
野
は
、
一
九
四
〇
年
の
夏
に
は
華
北

農
村
慣
行
調
査
事
業
に
参
加
し
、
満
州
・
華
北
・
華
中
の
農
村
地

域
で
観
察
・
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
彼
の
目
か
ら
見
る
と
、
河

北
省
順
義
県
沙
井
村
を
典
型
と
す
る
中
国
農
村
に
お
い
て
は
、
国

家
の
行
政
組
織
と
平
行
し
て
、「
公
会
」
を
自
治
機
関
と
す
る
村
民

の
自
然
的
生
活
共
同
体
で
あ
る
「
会
」
が
存
在
し
て
お
り
、
村
民
た

ち
は
そ
こ
で
道
徳
的
規
範
の
軸
で
あ
る
村
廟
を
囲
ん
で
自
治
的
・
協

同
的
生
活
を
営
ん
で
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
諸
国
の
村
落
に
お
け
る
共
同
体
的
性
格
を
追
求
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
平
野
は
、
家
族
主
義
的
・
共
同
体
的
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
〈
ア
ジ
ア
的
〉
な
農
村
社
会
の
道
徳
的
な
優
越
性
を
、
次
の
よ
う

に
唱
え
て
い
る
。「
ア
ジ
ア
的
経
済
構
成
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
い

る
東
洋
社
会
は
、
一
般
に
そ
の
社
会
構
成
の
基
底
が
、
家
族
制
度
・

祖
先
崇
拝
を
基
礎
と
す
る
農
村
郷
土
社
会
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ア
ジ

ア
の
社
会
的
本
質
た
る
協
同
体
的
性
質
を
規
定
し
、
和
敬
の
道
徳
を

成
立
せ
し
め
た
。
そ
し
て
更
に
郷
土
を
侵
犯
す
る
共
同
の
敵
に
対
し

て
は
一
致
団
結
、
義
勇
公
に
奉
ず
る（

（3
（

」。
こ
こ
に
至
っ
て
、
平
野
は
、

〈
ア
ジ
ア
的
〉
を
遅
れ
た
不
健
全
な
社
会
形
態
の
同
義
語
と
し
て
用

い
て
い
た
『
講
座
』
執
筆
当
時
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
転
回
を
遂
げ
て
、

牧
歌
的
な
村
落
共
同
体
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
帯
び
つ
つ
〈
ア
ジ
ア

的
な
も
の
〉
を
語
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
の
〈
ア
ジ
ア
的

な
も
の
〉
は
、
西
洋
社
会
よ
り
一
段
劣
っ
て
い
る
社
会
形
態
で
は

な
く
な
り
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
欧
米
の
合
理
主
義
を
超
克
す
る
古
き

良
き
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
価
値
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
平
野
に
と
っ
て
、
進
行
中
の
戦
争
は
、
そ
の
よ
う
な
〈
ア
ジ

ア
的
〉
価
値
に
基
づ
い
て
欧
米
中
心
の
世
界
秩
序
を
超
克
し
よ
う
と

す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　

戦
時
期
に
お
い
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
用
語
か
ら
は
、
そ
れ
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ま
で
孕
ま
れ
て
い
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
「
歪
め
ら
れ
た
」
近
代
化
に

対
す
る
批
判
は
消
失
し
、
逆
に
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
は
、
ア
ジ
ア
諸
国

に
み
ら
れ
る
家
族
主
義
的
・
農
本
主
義
的
社
会
秩
序
の
固
有
性
と
優

越
性
を
謳
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
第
三
節
で
取
り
上
げ
た
時
期

に
お
い
て
は
、「
ア
ジ
ア
的
に
遅
れ
た
半
封
建
的
な
構
造
」「
ア
ジ
ア

的
専
制
国
家
」「
ア
ジ
ア
的
野
蛮
状
態
」「
ア
ジ
ア
的
な
停
滞
性
」
な

ど
、
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
の
前
近
代
的
性
格
を
前
面
に
押
し
出
す
複
合

語
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
が
、
戦
時
期
に
お
い
て
は
、「
ア
ジ
ア
的

郷
土
共
同
体
」「
ア
ジ
ア
的
自
治
」「
ア
ジ
ア
的
共
同
体
精
神
」
と
い

っ
た
、
近
代
を
超
克
す
る
志
向
を
も
つ
複
合
語
が
〈
ア
ジ
ア
的
な
も

の
〉
を
め
ぐ
る
言
説
の
主
役
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、〈
ア

ジ
ア
的
〉
と
い
う
用
語
は
、
当
初
か
ら
帯
び
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

心
主
義
的
な
性
格
を
脱
し
て
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
的
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス

に
合
流
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
、〈
ア
ジ
ア
的
な

も
の
〉
は
、
そ
の
含
意
を
重
層
化
さ
せ
つ
つ
、
価
値
を
高
め
た
。
そ

こ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
内
包
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
、
そ

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
価
値
あ
る
も
の
へ
と
反
転
さ
せ
る
原
動
力

と
な
っ
た
普
遍
的
近
代
化
へ
の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
が
は
ら
ま
れ
て
い
た

と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
価
値
を
高
め
ら
れ
た
〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
の

概
念
を
負
の
遺
産
と
し
て
ど
う
理
論
的
に
克
服
す
る
か
が
戦
後
の
左

派
の
歴
史
研
究
者
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
が（

（3
（

、
思
想
史
の
局
面
で
見
る
と
、〈
ア
ジ
ア
的
な
も
の
〉
の
語

ら
れ
方
は
、
戦
前
・
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
継
承
さ
れ
て
い
る

側
面
も
強
か
っ
た
。
戦
前
・
戦
中
期
に
現
れ
た
〈
ア
ジ
ア
的
な
も

の
〉
の
さ
ま
ざ
ま
な
含
意
は
、
戦
後
の
知
識
人
の
主
観
的
意
図
と
は

無
関
係
に
、
彼
ら
の
意
識
の
中
で
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
中
国
革
命
を
日
本
的
近
代
の
「
反
語
」
と
捉
え
、
そ
れ
に
熱
烈

な
賛
辞
を
贈
っ
た
竹
内
好
は
、
日
本
の
近
代
は
、「
構
造
的
な
も
の

を
残
し
て
、
そ
の
上
に
ま
ば
ら
に
西
洋
文
明
の
砂
糖
み
た
い
に
外
を

く
る
ん
で
い
る
」
た
め
、「
ア
ジ
ア
的
と
非
ア
ジ
ア
的
の
内
部
分
裂

を
も
た
ら
し
た（

（3
（

」
と
酷
評
し
て
い
る
。
こ
こ
に
竹
内
な
り
の
思
想
的

立
場
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、〈
ア
ジ
ア
的

／
非
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
用
語
法
自
体
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以

来
の
言
説
の
展
開
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

本
稿
で
見
て
き
た
通
り
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
彙
を
用
い
た

言
説
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
成
立
し
、

戦
時
下
に
お
い
て
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
た
。
要
す
る
に
、〈
ア
ジ

ア
的
〉
と
い
う
語
彙
を
用
い
た
言
説
は
、
中
国
国
民
革
命
が
進
行
し

統
一
さ
れ
た
中
国
が
出
現
す
る
過
程
で
、
そ
の
現
状
や
将
来
の
展
望
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を
め
ぐ
っ
て
成
立
し
、
そ
の
統
一
さ
れ
た
中
国
が
日
本
と
戦
争
状
態

に
な
る
な
か
で
さ
ら
な
る
展
開
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
中
国
が
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
日
本
の
周
縁
性
が
あ
ら
わ
に
な

る
な
か
で
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
日
本
の
言
説
空
間
に
お
い

て
起
こ
っ
た
こ
と
が
反
復
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
強
い
中
国
の

登
場
に
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
彙
を
用
い
た
言
説
で
も
っ
て
対
応

す
る
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
新

た
な
状
況
へ
の
対
応
が
、
古
い
語
彙
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
中
国
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
現
実
の
中
国
や
北
朝
鮮

の
経
済
的
・
政
治
的
構
造
を
批
判
的
に
分
析
し
て
い
る
石
井
知
章
は
、

文
化
大
革
命
、
天
安
門
事
件
、
そ
し
て
重
慶
事
件
な
ど
一
連
の
「
前

近
代
的
非
合
理
性
の
復
活
」
を
示
す
と
さ
れ
る
出
来
事
に
注
目
し
て
、

中
国
に
お
け
る
党
＝
国
家
に
よ
る
独
裁
的
支
配
、
官
僚
資
本
主
義
の

高
度
成
長
、
近
代
的
価
値
か
ら
の
逸
脱
な
ど
を
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と

い
う
用
語
で
ま
と
め
て
批
判
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
場
合
、〈
ア
ジ
ア
的
〉

と
い
う
語
彙
が
指
し
て
い
る
現
実
の
事
象
は
二
〇
年
代
の
中
国
に
お

け
る
事
象
と
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
が
、
こ
の
言
葉
が
中
国
社
会
や
北

朝
鮮
社
会
の
近
代
化
を
阻
害
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強
調
し
て
い
る
と

い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
中
国
社
会
論
に
お

け
る
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
語
彙
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
、
明

ら
か
で
あ
る
だ
ろ
う
。
柄
谷
行
人
『
世
界
史
の
構
造
』
は
、「
ア
ジ

ア
的
国
家
」
は
「
大
衆
」
が
「
手
厚
く
保
護
さ
れ
る（

（3
（

」
福
祉
国
家
で

あ
る
と
し
た
う
え
で
、
中
国
共
産
党
の
指
導
層
の
受
け
継
い
で
い
る

「
帝
国
の
原
理
」
の
歴
史
的
根
源
を
こ
の
「
ア
ジ
ア
的
国
家
」
に
求

め
て
い
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
な
社
会
に
対
す
る
評
価
は
石
井
の
場
合

と
は
反
転
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
体
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、

石
井
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

二
〇
一
六
年
五
月
二
〇
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、「
オ
リ

エ
ン
タ
ル
」「
ネ
グ
ロ
」
と
い
っ
た
言
葉
の
連
邦
政
府
機
関
に
お
け

る
使
用
が
差
別
語
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
言
葉
を
淘
汰
し
た
り

創
出
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
公
共
圏
に
お
い
て
新
た
な
事
態
に
対

応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
対
照
す
る
と
、

現
代
日
本
の
言
論
空
間
に
お
い
て
、〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
い
う
用
語
が
、

こ
の
用
語
の
背
負
っ
て
い
る
世
界
観
や
歴
史
的
重
荷
が
清
算
さ
れ
な

い
ま
ま
、
依
然
と
し
て
中
国
分
析
・
ア
ジ
ア
分
析
に
用
い
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
は
、
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。
概
念
の
変
化
は
重
要
な

出
来
事
に
対
す
る
思
想
的
対
応
の
あ
り
方
を
示
す
「
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー

タ
ー
」
で
あ
る
と
す
る
と（

（3
（

、
新
た
な
状
況
へ
の
対
応
が
日
本
特
有
の

古
い
語
彙
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
現
代
日

本
の
中
国
そ
し
て
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
言
論
空
間
の
問
題
性
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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187　戦前・戦中期日本のアジア社会論における〈アジア的なもの〉

注
（
1
）	T

he N
ew

 O
xford D

ictionary of E
nglish, O

xford U
ni-

versity Press, 1998, p. 98. 

同
辞
典
は
、“A

siatic” 

は “Eskim
o” 

な
ど
と
と
も
に
「
差
別
語
」
で
あ
る
と
し
て
、「「
ア
ジ
ア
人
」
と
い

う
意
味
で
はA

sian

を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（
2
）	

『
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
三
巻
、
大
月
書
店
、

一
九
六
四
年
、
七
頁
。
大
月
書
店
版
の
全
集
自
体
も
翻
訳
史
上
の
位

置
づ
け
を
要
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
語
原
文
を
引
用
す
る
か
わ

り
と
し
て
、
便
宜
的
に
大
月
書
店
版
全
集
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

（
3
）	

『
経
済
学
批
判
』
序
文
の
日
本
に
お
け
る
受
容
史
に
つ
い
て
は
、

黒
川
伊
織
『
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動

─
第
一
次
日
本
共
産
党
の

思
想
と
運
動
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
）
の
第
二
章
「
唯
物
史
観

の
受
容
と
第
一
次
共
産
党
の
同
時
代
認
識

─
山
川
均
を
中
心
に
」

参
照
。

（
4
）　

河
上
肇
『
唯
物
史
観
研
究
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
一
年
、
一

五
頁
。

（
5
）　

佐
野
学
『
日
本
経
済
史
概
論
』（
早
稲
田
泰
文
社
、
一
九
二
三

年
）
の
序
論
の
中
の
第
四
節
「
経
済
発
達
の
段
階
」
参
照
。

（
6
）　

橘
樸
「
支
那
農
村
の
階
級
構
成
」、『
支
那
社
会
研
究
』
日
本
評

論
社
、
一
九
三
六
年
、
二
四
─
二
五
頁
。
な
お
、
文
中
の
「
立
夫

氏
」
は
、
中
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
代
表
ロ
ミ

ナ
ー
ゼ
（
一
八
九
七
─
一
九
三
五
）
を
指
す
。

（
7
）　
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
』
第
三
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
七
一

年
、
三
九
四
頁
。

（
8
）　

前
掲
書
、
三
九
四
─
三
九
五
頁
。

（
9
）　

橘
樸
「
支
那
農
村
の
階
級
構
成
」、『
支
那
社
会
研
究
』
日
本
評

論
社
、
一
九
三
六
年
、
三
三
頁
、
二
六
頁
。

（
10
）　

前
掲
書
、
二
九
頁
。

（
11
）　
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
』
第
四
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
七
二

年
、
四
三
頁
。

（
12
）　

六
全
会
議
の
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
支

持
論
と
し
て
は
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
『
支
那
農
業
経
済
論
』（
原
書
一
九

二
八
年
、
邦
訳
一
九
三
五
年
。
た
だ
し
、
本
文
中
で
後
述
す
る
よ
う

に
、
同
書
の
一
部
は
一
九
三
一
年
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
中

国
問
題
研
究
会
に
よ
り
『
中
国
農
村
経
済
研
究
』
上
巻
と
し
て
邦
訳

さ
れ
て
い
る
）、
同
『
支
那
経
済
概
論
』（
原
書
一
九
三
〇
年
、
邦
訳

一
九
三
九
年
）、
コ
キ
ン
と
パ
パ
ヤ
ン
『
井
田
』（
原
書
一
九
三
一

年
）、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
解
体
過
程
に
あ
る
支
那
の
経
済
と

社
会
』（
原
書
一
九
三
一
年
、
邦
訳
一
九
三
四
年
）
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
九
三
一
年
二
月
に
コ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ー
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
支
部
マ
ル
ク
ス
主
義
東
洋
学
研
究
協
会
と
エ
ヌ
キ
ッ
ゼ
・

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
東
洋
学
研
究
所
が
共
催
し
た
討
論
会
に
お
い
て
、

「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
が
政
治
的
に
清
算
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ

ら
の
著
書
を
め
ぐ
っ
て
、
ソ
連
、
中
国
、
日
本
で
激
し
い
論
争
が
戦

わ
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。Stephen D

unn, T
he Fall 

and R
ise of the A

siatic M
ode of Production, London, 1982. 
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Joshua A
. Fogel, “T

he debates over the A
siatic m

ode of 
production in Soviet Russia, China and Japan,” in T

he 
A

m
erican H

istorical R
eview

, vol. 93, no.1 

（Feb., 1988

）, 
pp. 56-79. 

福
本
勝
清
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
史

─
日
本
、

中
国
、
西
欧
に
お
け
る
展
開
』
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
13
）　

中
江
丑
吉
「
支
那
の
封
建
に
就
い
て
」、『
満
鉄
支
那
月
誌
』
第

八
巻
第
一
号
、
一
九
三
一
年
、
四
〇
頁
。

（
14
）　

中
国
問
題
研
究
会
の
結
成
に
関
し
て
は
、
藤
枝
丈
夫
「
中
国
問

題
研
究
会
の
周
辺
」、『
運
動
史
研
究
Ⅰ
』
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一

九
七
八
年
、
一
〇
一
─
一
一
八
頁
参
照
。

（
15
）　

武
藤
丸
楠
「
支
那
革
命
の
歴
史
」、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究

所
編
『
支
那
問
題
講
話
』
鉄
塔
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
一
三
─
一
四

頁
。

（
16
）　
「
本
書
に
対
す
る
若
干
の
注
意
」、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所

編
『
支
那
問
題
講
話
・
増
訂
版
』
鉄
塔
書
院
、
一
九
三
一
年
、
二
九

五
─
二
九
六
頁
。

（
17
）　

マ
ル
ク
ス
は
日
本
の
「
純
粋
的
」
封
建
制
に
つ
い
て
、「
日
本

は
そ
の
土
地
領
有
の
純
粋
な
封
建
的
組
織 （reine feudale O

rgan-
isation

） 

と
発
達
し
た
矮
小
規
模
の
農
業
経
営
と
を
以
っ
て
、
…
…

忠
実
な
描
写
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
に
つ
い
て
提
供
す
る
」（『
資
本

論
』
エ
ン
ゲ
ル
ス
版
第
一
巻
第
二
四
章
注
一
九
二
）
と
述
べ
て
い

る
。「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
」
が
白
熱
化
す
る
以
前
の
日
本
で

は
、
こ
の
見
解
が
決
定
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。

（
18
）　

羽
仁
五
郎
「
東
洋
に
お
け
る
資
本
主
義
の
形
成
」、『
明
治
維
新

史
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
八
七
頁
。

（
19
）　

羽
仁
五
郎
「
幕
末
に
於
け
る
社
会
経
済
状
態
、
階
級
関
係
及

び
階
級
闘
争
（
前
編
）」、『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
第
一
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
、
二
九
頁
。

（
20
）　

相
川
春
喜
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
日
本
歴
史
へ
の
「
適
用
」

論
に
関
連
し
て

─
早
川
氏
所
論
の
方
法
論
的
な
吟
味
」、『
歴
史
科

学
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
三
三
年
五
月
、
四
七
─
四
八
頁
参
照
。

（
21
）　
「
資
料
85 

日
本
に
お
け
る
情
勢
と
日
本
共
産
党
の
任
務
に
つ
い

て
の
テ
ー
ゼ
（
完
成
稿
）」、
富
田
武
・
和
田
春
樹
編
訳
、
和
田
春
樹
、

Ｇ
・
Ｍ
・
ア
ジ
べ
ー
コ
フ
監
修
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
共
産
党
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
三
〇
二
頁
。

（
22
）　

伊
豆
公
夫
『
日
本
古
代
史
』
叢
文
閣
、
一
九
三
三
年
、
一
五
七

頁
。

（
23
）　

Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
著
、
平
野
義
太
郎
監
訳
『
解

体
過
程
に
あ
る
支
那
の
経
済
と
社
会
（
上
）』
中
央
公
論
社
、
一
九

三
四
年
、
三
─
四
頁
。
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
日
本
封
建
制
理
解

に
つ
い
て
こ
こ
で
注
記
し
て
お
く
と
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
、

大
規
模
な
灌
漑
と
相
関
的
な
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
と
い
う
理
解

は
日
本
に
は
適
用
せ
ず
、
小
規
模
な
灌
漑
が
行
わ
れ
て
い
た
日
本
に

は
ア
ジ
ア
的
な
後
進
性
を
は
ら
ん
だ
封
建
制
が
存
在
し
て
い
た
と
理

解
し
て
い
た
。

（
24
）　

平
野
義
太
郎
「
監
訳
者
跋
」、
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
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ル
著
、
平
野
義
太
郎
監
訳
『
解
体
過
程
に
あ
る
支
那
の
経
済
と
社
会

（
下
）』
中
央
公
論
社
、
一
九
三
四
年
、
五
一
八
頁
。

（
25
）　

当
時
の
言
論
空
間
に
お
け
る
〈
ア
ジ
ア
的
〉
と
〈
東
洋
的
〉
の

混
用
に
つ
い
て
、
子
安
宣
邦
は
、
本
稿
の
論
旨
と
も
関
わ
る
重
要
な

指
摘
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
安
に
よ
る
と
、「
支
那
事
変
」

か
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
結
に
至
る
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
〈
東
洋

的
〉
と
〈
ア
ジ
ア
的
〉
が
ほ
と
ん
ど
区
別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、
一
九
二
〇
・
三
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ジ
ア
諸
国
の
社
会
の
性
格
に
つ
い
て
の
論
争
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
系

の
社
会
科
学
的
用
語
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

子
安
宣
邦
「
昭
和
〈
事
変
＝
戦
争
〉
期
に
お
け
る
『
東
洋
的
社
会
』

の
構
成

─
森
谷
克
己
『
東
洋
的
社
会
の
理
論
』
を
読
む
」（『
現
代

思
想
』
第
四
〇
巻
第
六
号
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
五
四
─
六
二
頁
）

参
照
。

（
26
）　

秋
沢
修
二
『
日
本
精
神
と
ア
ジ
ア
自
治
』
ア
ジ
ア
自
治
協
会
出

版
社
、
一
九
三
七
年
、
五
〇
頁
。

（
27
）　

橘
樸
、
細
川
嘉
六
、
平
野
義
太
郎
、
尾
崎
秀
実
「
東
洋
の
社
会

構
成
と
日
支
の
将
来 

検
討
会
」、『
中
央
公
論
』
五
五
巻
七
号
、
一

九
四
〇
年
七
月
、
五
二
頁
。

（
28
）　

森
谷
克
己
『
東
洋
的
生
活
圏
』
育
生
社
弘
道
閣
、
一
九
四
二
年
、

四
二
─
六
一
頁
参
照
。

（
29
）　

平
野
義
太
郎
「
北
支
村
落
の
基
礎
要
素
と
し
て
の
宗
族
及
び
村

廟
」、『
支
那
農
村
慣
行
調
査
報
告
書 

第
一
輯
』
東
亜
研
究
所
、
一

九
四
三
年
、
一
三
五
頁
。

（
30
）　

平
野
義
太
郎
『
大
ア
ジ
ア
主
義
の
歴
史
的
基
礎
』
河
出
書
房
、

一
九
四
五
年
、
五
頁
、
八
頁
。
な
お
、
戦
時
期
の
平
野
に
お
け
る
、

ア
ジ
ア
的
専
制
論
・
ア
ジ
ア
的
停
滞
論
か
ら
、
大
ア
ジ
ア
主
義
へ
の

転
回
に
つ
い
て
は
、
武
藤
秀
太
郎
「
平
野
義
太
郎
の
大
ア
ジ
ア
主
義

論

─
中
国
華
北
農
村
慣
行
調
査
と
家
族
観
の
変
容
」（
ア
ジ
ア
政

経
学
会
『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
四
九
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇

月
）、
盛
田
良
治
「
平
野
義
太
郎
と
マ
ル
ク
ス
社
会
科
学
の
ア
ジ
ア

社
会
論

─
「
ア
ジ
ア
的
」
と
「
共
同
体
」
の
挾
間
で
」（
石
井
知

章
・
小
林
英
夫
・
米
谷
匡
史
編
『
一
九
三
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
社
会
論

─
「
東
亜
協
同
体
」
論
を
中
心
と
す
る
言
説
空
間
の
諸
相
』
社
会

評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
三
─
二
三
二
頁
）
な
ど
参
照
。

（
31
）　

永
井
和
「
戦
後
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
と
ア
ジ
ア
認
識

─
「
ア

ジ
ア
的
停
滞
性
論
」
の
ア
ポ
リ
ア
」（
古
屋
哲
夫
編
『
近
代
日
本
の

ア
ジ
ア
認
識
』
緑
蔭
書
房
、
一
九
九
六
年
、
六
四
一
─
七
〇
四
頁
）

参
照
。

（
32
）　

竹
内
好
「
方
法
と
し
て
の
ア
ジ
ア
」、『
日
本
と
ア
ジ
ア
』
筑
摩

書
房
、
一
九
九
三
年
、
四
六
三
頁
。

（
33
）　

石
井
知
章
『
Ｋ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
東
洋
的
社

会
論
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
第
五
章
「
ウ
ィ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ゲ
ル
と
中
国
問
題
」
参
照
。

（
34
）　

柄
谷
行
人
『
世
界
史
の
構
造
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
一

一
三
頁
。
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（
35
）　

ド
イ
ツ
の
思
想
史
家
Ｒ
・
コ
ゼ
レ
ッ
ク
（
一
九
二
三
─
二
〇
〇

六
）
は
、
概
念
史
の
方
法
を
提
起
し
た
著
名
な
著
書Begriffsges︲

chichten 

（Suhrkam
p, 2006

） 

に
お
い
て
、
あ
る
概
念
の
意
味
変

容
は
、
政
治
的
・
社
会
的
現
実
さ
ら
に
は
知
的
環
境
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
概
念
は
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
組
み
替
え
ら
れ

て
き
た
か
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
念
を
め
ぐ
る
歴
史
的
条

件
と
価
値
観
の
変
化
、
さ
ら
に
は
そ
の
時
代
に
お
け
る
知
的
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
史
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
提
起
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
概
念
史
の
方
法
に
基
づ

く
日
本
思
想
史
研
究
の
試
み
で
も
あ
る
。

�

（
大
阪
大
学
大
学
院
）
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